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この春から、丹精 こめて育ててきた稲も 「稲刈

りはいつに しようか ?Jと 、いえるところまで育

ってきました。今年は、原
/FLの影響で、米 どころ

では、収穫 しても出荷できるのだろ うか ?と 、深

亥」な状況が続いています。出荷できないと、私た

ちの食は大文夫なの ?と 心配にな ります。

空気は、印Lで感 じることができるけど、シーベ

ル トは、肌で感 じることができません。感 じるこ

とが出来ないぶん、心配はつの りますが、被災地

のことを思 うと、スーパーに並んでいる被災地産

の食材を見つけては買 うようにしています。

「福島産の農産物を販売 してくれるお店を募集

してい■すJと 言うような内容のホームページを

見つけま した。販売の輪が広がるといいですね。

病気のほ うが逃げてゆきそ うなほど元気一杯の

仲間が、脳梗塞にな りました。幸いに 1)、 いつも

いないはずのご主人が、その 日は傍にいて、彼女

の異変にす ぐに気付 き緊急搬送 したお陰で、後遺

症も軽 くてすんだと。「ボランティアの 日は忘れて

ないよ。覚えているからね。 早くよくなって皆の

ところに行 くからねJと 、元気な笑顔をみせてく

れま した。今は、ボランテ ィアに復帰できるよう

リハビリに専念 しています。

今年は、脳梗寒になる方が多いそ うです。高齢

の方は特に、入院など、環境が変わつただけで「ボ

ケ症状Jが 出やす くなってし■います。私の母 1)

入院 した時、「何でここにいるの ?J「 どこも悪 く

ないのに、一緒に家に帰ろうJと 、救急卓で運ば

れたことも、入院 したことも、大変だつたことは

何 もか 1)覚 えていません。そんな時は、母が楽 し

かった頃の音話をさせるようにし、t,や んとでき

なくても、母ができることは何でも母にさせるこ

とにしています。全身で、「生きているJを感 じら

れることが、元気の源のような気がしています。

今年も、 9月 9日  (金)10日  (土)に千葉県

福祉ら、れあいプラザ (我孫子市)で開催 される「千

葉県福祉用具・健康危機フェアJに参加 します。

皆様のお出でをお待ち してお ります

9月 の予定
回想 ガイ ド活動は、2日 (金 )

昔の遊び体験教室は、 24日 (土 )、 稲刈 りを予定 していiIす

開催場所は、歴 史民俗資料館

開催時間は、13時 30分‐‐15時 30分です


